
受付車両の平準化等構内滞留時間削減に向けた取組岡山県

 --)

► 発荷主・元請事業者：キリングループロジスティクス株式会社（岡山支店）

►着荷主：参加なし
►実運送事業者：ケーエルサービス西日本株式会社、岡山スイキュウ株式会社、昌栄
運送株式会社(3者）

►荷種：飲料品
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（例示）商品の配置換え、積込み場所の集約化 I
| " '    w . . . .I   ‘ , J I J J U

倉 庫 は 6 箇 所 ［

’``
を5箇所へ削減

（▲1箇所の削減）

〇積込作業の効率向上のために、
商品の配置換えを実施
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► 早朝時間帯のトラック集中による積込作業前の待機時間の発生
► 商品を5~6箇所を巡回して積込むため各箇所で待機時間が発生

► 午後「先積み」で各倉庫での待機時間が発生し、積込作業（構内滞留時間）が長
時間化
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■        l 容器降ろし■走行時間■着荷主荷卸時間如■休憩
時刻

運行パターン 時期

ーニ・闇•：一ー・：――----.,/―
実運送事業者 ，  "".:..................L :.:.::,.=ヽー· • ""  ·...  ---ー-ーー·---、 |_,",
→KGL（積）

→KGL（降・積）
→           1 :¥·   l_- ••
→実運会

■受付待機■車庫⇔発荷主

14-- 18::4時5間

先積開始を30分煎倒し1``’

11:45

`11:15

←
―
―        •         •  .,.....•.,..,._.,......,_

拘束時間

12:30

｀
12:00

`11:30

，ヨ9-•一·ー·-•
改善前 [--'’■□,二.,..:] -1'’’ · … m -

□”
2017年1月i--_.'’■ ://,.--,..--
胃ご間～！,---—一ー·＿ー ·ー • ·-•/

※1発荷主積込時間は、入門から出門までの時間であり、内訳は受付、待機・積込等により構成される2017 5F.I JI現l壱1目●（こ号§員りヰ：＇
※2着荷主荷卸時間は、待機時間、荷卸作業時間、容器積込時間等により構成される

【2日目】
実運送事業者
→特約店（降積）
→KGL（降・積）
→特約店（降）
→KGL（積）
→実運会

a
讀

中長期的な観点から以下のメリットがある
► 自社物流の効率化

► 倉庫内荷役作業の効率化
► 物流コストの削減他

► 実運送事業者（運転者）とのコミュニ
ケーションが円滑で、定期的な話合
いの場が設定され、信頼を基礎にし
たパートナシップが構築されていた
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